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（電子提供措置事項のうち書面交付請求による交付書面に記載しない事項） 

 
 

◆株式会社ミナシアの最終事業年度に係る計算書類等の内容 
 

 
 

 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

ポラリス・ホールディングス株式会社 
 

上記事項につきましては、法令及び当社定款第 15条第２項の規定に基づき、書面
交付請求をいただいた株主様に対して交付する書面には記載しておりません。な
お、本株主総会におきましては、書面交付請求の有無にかかわらず、株主の皆様に
電子提供措置事項から上記事項を除いたものを記載した書面を一律でお送りいた
します。 

 



貸借対照表

(2023年12月 31 日 現在）

株式会社ミナシア

科目 金額 科目

（単位：千円）

金額

（資産の部）

流動資産

現金及び預金

売掛金

商 品

原材料

貯蔵品

前払費用

その他

貸倒引当金

固定資産

有形固定資産

建 物

建物付属設備

構築物

車両運搬具

工具器具備品

減価償却累計額

リ ー ス資産

リ ー ス減価償却累計額

一括償却資産

建設仮勘定

無形固定資産

ソフトウェア

ソフトウェア仮勘定

リ ー ス資産

のれん

その他

投資その他の資産

投資有価証券

子会社株式

保証金

敷 金

繰延税金資産

長期未収消費税

その他

（負債の部）

3,335,224

1
流動負債

1,398,400 買掛金

1,237,726 短期借入金

844 1年内返済長期借入金

24,094 1年内返済リ ー ス債務

44,985 未払金

395,850 未払費用

234,584 未払法人税等

△1,261 未払消費税等

17,182,160 前受金

9,699,308 預り金

68,578 契約負債

計合：
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5,377,750 

69,025 

1,000,000 

1,569,195 

630,230 

984,457 

575,486 

33,730 

316,274 

23,253 

65,956 

5,749 

104,390 

14,322,025 

3,908,307 

8,577 

9,813,242 

504,082 

87,814 

19,699,776 

4,105,918 （純資産の部）

2,485 株主資本 817,609 

3,336,173 資本金 50,000 
_, 資本剰余金 9,278,831 

10,000 資本準備金 4,664,415 

752,181 その他資本剰余金 4,614,415 

443,559 利益剰余金 △8, 511, 222 

1,527,748 その他利益剰余金 △8, 511, 222 

589,654 繰越利益剰余金 △8, 511, 222 

13,029 純資産合計 817,609

20,517,385 負債・純資産合計 20,517,385 資産合計

（注）金額は、千円未満を切り捨てて表示しております。

























事  業  報  告  
（2023年１月１日から 2023年 12月 31日まで）  

  

1．会社の現況に関する事項  

  

（１） 事業の経過及び成果  

当事業年度における我が国経済は、世界的な物価上昇や金融引き締め等が続く中、海外

景気の下振れがわが国の景気を下押しするリスクとなっているものの、各種政策の効果も

あり、雇用・所得環境が改善する中で、緩やかに回復してまいりました。 

このような環境下、当社においては、国内観光需要の増加、入国制限の緩和や円安により期

待されていたインバウンド消費を的確に捉え、売上と利益の増進に努め、経費面におきまして

は、引き続き生産性向上の推進や適性なコスト管理による経費削減に努めることで利益の

最大化を図ってまいりました。 

その結果、当事業年度におきましては、売上高 14,540百万円（前期比＋48.0％）、営業

利益 1,323百万円（前期は 846百万円の営業損失）、経常利益 922百万円（前期は 1,226百

万円の経常損失）、法人税、住民税及び事業税 33百万円、法人税等調整額△1,527百万円

を計上した結果、当期純利益は 2,416百万円（前期は 1,199百万円の当期純損失）となり

ました。  

  

（２） 資金調達等についての状況  

記載すべき事項はありません。 

  

（３） 重要な親会社及び子会社の状況  

   記載すべき事項はありません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（４） 財産及び損益の状況の推移  

区       分  
第４期  第５期  第６期  

第７期  

（当事業年度）  

2020 年 12 月期  2021 年 12 月期  2022 年 12 月期  2023 年 12 月期  

売   上   高  

（百万円）  
5,865 5,987 9,821 14,540 

経常利益  

（百万円）  
△3,728 △3,583 △1,226 922 

当期純利益 

（百万円）  
△3,834 △3,722 △1,199 2,416 

１株当たり当期純利益  

（円）  
△4.67 △3.89 △1.10 2.18 

総  資  産（百万円）  21,460 20,306 19,558 20,517 

純  資  産（百万円）  2,225 △999 △1,598 817 

  

 

（５） 主要な事業内容  

    当社は、ホテル、飲食店の運営並びにこれらに関連する事業を行っております。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

（６） 主要な事業所（2023年 12月 31日現在）      

本  社      東京都千代田区神田小川町１－２ 風雲堂ビル３階      

ホテル関連   ホテルウィングインターナショナル札幌すすきの（北海道） 

        ホテルウィングインターナショナル千歳（北海道） 

        ホテルウィングインターナショナル苫小牧（北海道） 

        ホテルウィングインターナショナル旭川駅前（北海道） 

        ホテルウィングインターナショナル須賀川（福島県） 

        ホテルウィングインターナショナル日立（茨城県） 

        ホテルウィングインターナショナルプレミアム東京四谷（東京都） 

        ホテルウィングインターナショナル新橋御成門（東京都） 

        ホテルウィングインターナショナル池袋（東京都） 

        ホテルウィングインターナショナルセレクト上野・御徒町（東京都） 

        ホテルウィングインターナショナルセレクト浅草駒形（東京都） 

        ホテルウィングインターナショナル東京赤羽（東京都） 

        ホテルウィングインターナショナル湘南藤沢（東京都） 

        ホテルウィングインターナショナル相模原（東京都） 

        ホテルウィングインターナショナルプレミアム金沢駅前（石川県） 

        ホテルウィングインターナショナル飛騨高山（岐阜県） 

                ホテルウィングインターナショナル静岡（静岡県） 

        ホテルウィングインターナショナル名古屋（愛知県） 

        ホテルウィングインターナショナルセレクト名古屋栄（愛知県） 

        ホテルウィングインターナショナルプレミアム京都三条（京都府） 

        ホテルウィングインターナショナル京都四条烏丸（京都府） 

        ホテルウィングインターナショナルプレミアム大阪新世界（大阪府） 

        ホテルウィングインターナショナルセレクト大阪梅田（大阪府） 

        ホテルウィングインターナショナルセレクト東大阪（大阪府） 

        ホテルウィングインターナショナル神戸新長田駅前（兵庫県） 

        ホテルウィングインターナショナル姫路（兵庫県） 

        ホテルウィングインターナショナル下関（山口県） 

        ホテルウィングインターナショナル高松（香川県） 

        ホテルウィングインターナショナルセレクト博多駅前（福岡県） 

        ホテルウィングインターナショナル博多新幹線口（福岡県） 

        ホテルウィングインターナショナルセレクト熊本（熊本県） 

        ホテルウィングインターナショナル熊本八代（熊本県） 

        ホテルウィングインターナショナル都城（宮崎県） 

        ホテルウィングインターナショナル出水（鹿児島県） 

        テンザホテル＆スカイスパ・札幌セントラル（北海道） 

        テンザホテル・博多ステーション（福岡県） 

 

 

 



  

（７） 主要な借入先の状況（2023年 12月 31日現在）  

  借入先  借入残高  

三菱 UFJ銀行  4,744百万円  

日本政策金融公庫 1,433百万円 

商工組合中央金庫 300百万円 

  

 

2．会社の株式に関する事項  

  株式の状況（2023年 12月 31日現在）  

① 発行可能株式総数  普通株式       10,000,000,000株  

② 発行済株式の総数  普通株式      1,109,895,306株 

③ 株主数            6名  

④ 発行済株式の総数に対する保有株式数の割合において上位３位の株主  

普通株式（議決権を有する）  

株主名  持株数（株）  持株比率（％）  

ユニゾン・キャピタル 4号投資事業有限

責任組合 
544,436,021 49.05 

UCフォーブス投資事業有限責任組合 239,470,915  21.58 

株式会社ウィングキャピタル 162,094,371 14.60 

  

 

3．会社の新株予約権等に関する事項  

該当事項はありません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



4．会社役員に関する事項  

（１） 取締役及び監査役（2023年 12月 31日現在）  

  

地 位  氏 名  担当または重要な兼職の状況  

代表取締役社長 下嶋 一義   

代表取締役副社長 松﨑 充宏  開発本部、管理本部管掌 

取 締 役  河野 鉄平   

取 締 役  原 怜也   

取 締 役 大畠 祐一 EGWアセットマネジメント株式会社 取締役 

監 査 役  小池 尚史   

（注）１．取締役河野鉄平氏、原怜也氏、大畠祐一氏は社外取締役であります。 

   ２．監査役小池尚史氏は社外監査役であります。 

３．当社は社外取締役河野鉄平氏、原怜也氏、大畠祐一氏、社外監査役小池尚史氏と 

  の間で、その職務を行うにつき善意でありかつ重大な過失がなかったときは、会 

  社法第 425 条第 1 項に定める最低責任限度額をその責任の限度とする旨の契約 

  を締結しております。 

 

（２） 取締役及び監査役の報酬等の総額  

  

区 分  支給人数(名)  支給額（千円）  

取 締 役 2  39,187  

計  2  39,187 

  

 

（３） 役員等賠償責任保険（D&O保険）契約の内容の概要 

   当社は、当社取締役を被保険者として、会社法第 430条の３第１項に規定する役員等賠

償責任保険契約を保険会社との間で締結しており、被保険者がその職務の執行に起因し

て、負担することとなった株主代表訴訟や第三者訴訟等による損害賠償金および争訟費用

を、当該保険契約により填補することとしております。ただし、犯罪行為や法令違反の行

為であることを認識して行った行為に起因して生じた損害は填補されないなど、一定の免

責事由を設けることにより、被保険者の職務執行の適正性が損なわれないように措置を講

じております。 

なお、当該役員等賠償責任保険契約の保険料は全額当社が負担しております。 

 

 

 

 



5．会計監査人に関する事項  

（１） 会計監査人の名称    監査法人アヴァンティア  

（２） 会計監査人の報酬等の額  

20,000千円  

（３） 会計監査人の解任または不再任の決定の方針  

   会社法第 340条第１項に定める項目に該当すると認められる場合ならびに監督官庁から

業務停止処分を受けた場合等、当社の監査業務に重大な支障をきたす事案が発生した場合

には、直ちに監査役が検討し解任手続きをとるものといたします。この場合、監査役が解

任後最初に招集される株主総会において、当該解任の理由を報告いたします。  

   その他、会計監査人としてふさわしくないと判断される事象が認められた場合、監査役

の同意を得て、会計監査人の解任または不再任に関する議案を株主総会に付議いたしま

す。  

（４） 責任限定契約に関する事項  

   当社と会計監査人監査法人アヴァンティアは、会社法第 427条第１項の規定に基づき、

同法第 423条第１項の損害賠償責任を限定する契約を締結しております。  

  当該契約に基づく損害賠償責任の限度額は、会計監査人としての在職中に報酬その他の職

務執行の対価として受け、又は受けるべき財産上の利益の額の事業年度ごとの合計額のう

ち最も高い額に２を乗じて得た額としております。  

  

以 上  



監査報告書 
 

2023 年 1 月 1日から 2023 年 12 月 31 日までの第 7 期事業年度の取締役の職務の遂行に関
して、本監査報告書を作成し、以下の通り報告いたします。 
 
１．監査の方法及びその内容 
 私は、取締役、管理本部その他の使用人等と意思疎通を図り、情報の収集及び監査の環境
の整備に努めるとともに、取締役会その他重要な会議に出席し、取締役及び使用人等からそ
の職務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説明を求め、重要な決裁書類等を閲覧
し、本社および主要な事業所において業務及び財産の状況を調査いたしました。 
さらに、会計監査人が独立の立場を保持し、かつ、適正な監査を実施しているかを監視及

び検証するとともに、会計監査人からその職務の執行状況について報告を受け、必要に応じ
て説明を求めました。また、会計監査人から「職務の遂行が適正に行われることを確保する
ための体制」（会社計算規則第 131 条各号に掲げる事項）を「監査に関する品質管理基準」
（平成 17 年 10 月 28 日企業会計審議会）等に従って整備している旨の通知を受け、必要に
応じて説明を求めました。 

 
以上の方法に基づき、当該事業年度にかかる事業報告及びその附属明細書、計算書類（貸

借対照表、損益計算書、株主資本等変動計算書及び個別注記表及びその附属明細書）につい
て検討いたしました。 
 
２．監査の結果 
（１） 事業報告等の監査結果 

① 事業報告及びその附属明細書は、法令及び定款に従い、会社の状況を正しく示し
ているものと認めます。 

② 取締役の職務の執行に関する不正の行為又は法令もしくは定款に違反する重大な
事実は認められません。 

（２） 計算書類及びその附属明細書の監査結果 
  会計監査人監査法人アヴァンティアの監査の方法及び結果は相当であると認めます。 
 

2024年 3 月 15 日 
株式会社ミナシア 
監査役 小池尚史 
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